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ひとよし市議会だより

　７月15日発行の議会だよりで中間報告をいたしました

が、それ以降の取り組みについて概略を報告いたします。

　市民各団体との意見交換会は、８月25日まで開催いた

しましたが、町内会長嘱託員連合会代表、民生委員児童

委員協議会代表、農業委員会、労働団体代表、体育協会

代表、商工会議所青年部、PTA連絡協議会代表、子ど

も会育成連絡協議会代表、商工会議所代表、老人クラブ

連合会代表、JA 球磨生産者代表、そして最後に公募に

よる市民の方々との意見交換会で 11 回にわたって開催

させて頂きました。この会議では、たくさんの質問、意見、

要望、提言、苦言などを頂きましたが、同時に、市民の

皆様方が、議会制度や議員活動の内容について、私達が

予想していた以上に御理解を頂いていないことも、改め

て認識を致しました。これは私達議員の努力不足ではな

いかと反省した次第です。私達研究会のメンバーは、市

民の皆様方の各々の発言を真摯に受け止め咀嚼しなが

ら、各々の議員の判断や考えを醸成してきたと思います。

従って研究会の会議運営にあたっては、各議員の判断や

考えを最大限尊重しならがら進めてきました。

　昨年12月以来、22回にわたって会議を開催しながら、

研究検討を進めて来た課題は次の通りです。議員定数、

議員報酬、費用弁償、政務調査費、委員会の行政視察、

個人研修、議会だより、各議員の広報、一般質問、会期

日程、表決、議員立法、通年議会、議会基本条例、議員

採点（五木方式）、会派、議員年金、議会報告会、議会傍聴、

選挙費用、以上の20項目であります。

　これらの課題に発言をされました市民の皆様の意見も

多種多様でありました。特に議員定数と報酬問題は、関

連づけての意見が多かったのは、雇用や賃金、経済問題

の厳しさの反映だと思います。また、定数に関しては、

コスト論からの主張、人口論からの、市民ニーズ論から

の、チェック機能論からの主張など、立場や視点によっ

て多様な意見を頂きました。

　研究会としての視点は、市民や地域の市政に対する意

見、要望等を的確に把握し、それを市政に反映すること、

市長や執行部の行政をチェックし、専横に陥ることなど

がないように、議会機能の維持、向上を目指すとともに、

市が従来から進めてきた行財政改革の視点に立った議会

の判断も必要であります。研究会としては、そのような

スタンスに立って委員自身の自主的な判断の結果とし

て、議員定数については、現行20人を良しとする意見、

２人を削減して18人とする意見に分かれ、意見の一致に

は到りませんでした。

　最後に、意見交換会に御協力を頂きました各団体と御

出席頂きました皆様にお礼と感謝を申し上げるととも

に、その意を体して、市の発展と市民の皆様の幸せを願

って頑張りますので、今後とも、よろしくお願い致しま

す。

議会制度研究会報告 ●委員長　立山　勝徳　　●副委員長　森口　勝之
●委　員　松岡　隼人・豊永　貞夫・川野　精一・松田　　茂
　　　　　永山　芳宏・本村　令斗・仲村　勝治・下田代　勝

　９月定例会において、議会制度研究会の報告を受け、議員提案による人吉市議会の議員報酬及び費用弁

償等に関する条例の一部を改正する条例案が可決され、平成22年10月 1 日から費用弁償が廃止されるこ

とになりました。

　また、議員定数を20名から18名にする定数削減案も議員から提案されましたが、賛成少数で否決とな

りました。

費用弁償を廃止！費用弁償を廃止！
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●委員長　下田代　勝　　●副委員長　川野　精一

●委　員　西　信八郎・永山　芳宏・本村　令斗・仲村　勝治・大王　英二総務文教委員会報告

　本委員会に付託されました主なものをご報告いたし
ます。  ＜条例案件＞　人吉市ほっとステーション九
ちゃんクラブ条例は、子育て中の親とその子供、子育
てを支援する地域の人々が気軽に集い、相互に交流す
る場を提供すること等により、地域の子育て支援機能
の充実を図るために、人吉市ほっとステーション九ち
ゃんクラブの設置及び管理について、地方自治法によ
り条例を制定するものです。全員異議なく認めること
にしました。　　　
＜予算案件＞平成22年度人吉市一般会計補正予算（４
号）では、民生費の老人福祉費に、3,219万2千円追加
してあります。これは高齢者住宅改造助成事業補助
と、地域密着型サービス拠点等整備補助金で、グルー
プホーム御薬園のスプリンクラー設備整補助金、それ
に現在開設中の、グループホーム２ヵ所と、小規模特
別養護老人ホーム１ヵ所分に対する施設開設準備経費
助成特別対策事業補助金であります。なお今年は東・
西圏域にグループホームすずらん。東間・大畑圏域に
小規模特別養護老人ホームアゼリア。西瀬・中原圏域
にグループホームローズヒルが事業決定を受けまし
て、開所に向け現在準備中であります。衛生費で環境
衛生費の81万円の補助金は、上戸越町落地区飲料水供
給施設に対する整備補助金です。全員異議なく認める
ことにしました。
　次に７件の特別会計を審査しています。平成22年度

人吉市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）
は、保険税の本算定及び平成21年度決算、概算納付金
の確定のほか新規モデル事業等による補正でありま
す。支出で、総務費の医療費適正化特別対策事業費に
14万円追加してあります。これは熊本県国保連合会が
厚生省の補助を受けて、熊本市と人吉市を対象に実施
するモデル事業でありまして、調剤レセプトデータに
基づき、40歳から75歳未満の生活習慣病に伴う慢性
疾患対象薬を処方されている方に、ジェネリック医薬
品に変更した場合の効果額（差額）等の情報提供を行
うものであります。人吉市の対象者を最大で２千人見
込んだ額であります。
　ほかに６件の特別会計も慎重審議いたしまして、７
件とも全員異議なく認めることにしました。

　本委員会には、条例案件２件、補正予算案件３件、陳
情案件１件が付託をされました。
　条例案件は、議第81号人吉市消防団員等公務災害補償
条例の一部を改正する条例の制定は、児童扶養手当法の
一部改正施行に伴い、父子家庭も児童扶養手当の支給対
象となることにより、非常勤消防団員等に年金として支
給される損害補償と、父子家庭に支給される児童扶養手
当等が二重支給とならないように受給調整を行うもので
す。審査の中で、他の非常勤職員が被災した場合にはの
問に、市条例に基づき市が補償を行う。この場合も遺族
補償年金の場合には、児童扶養手当との受給調整が行わ
れるとの応答がありました。
　議第82号人吉市公民館条例及び人吉市コミュニティセ
ンター条例の一部改正は、人吉市東西公民館及び人吉市
東西コミュニティセンターの工房に冷暖房料を新たに規
定したものであります。議第81号、議第82号は、審査
の結果異議なく認めることに決しました。
　一般会計補正予算歳出の主なものは、２款総務費の中
で７目企画費委託料に人吉ICバス待合所改修計画書作成
のため、285万円が計上されています。10款教育費5目
文化財保護費に13節委託料として人吉城跡園路整備実施
測量設計に、190万1千円、中世城跡（上原地区）試掘
調査委託料に、265万7千円があります。19節補助金に
は、青井阿蘇神社屋根葺替事業費として、490万7千円

があります。
　人吉球磨地域交通体系整備特別会計補正予算は、くま
川鉄道㈱に助成のため、基金から 4,137 万 5千円を繰入
れ補正をするものです。取崩し可能な基金残高、8,285
万 8 千円は、今後緊急時（災害等）のために備えること
としています。この他に人吉市カルチャーパレス特別会
計があります。
　付託を受けました補正予算案件については現地調査を
含めいずれの案件も慎重に審査の結果、全会一致で認め
ることに決しました。
　陳第33号大塚小学校の廃校及び社会教育施設としての
利用に関する陳情は、地元事情、人吉市の対応を見極め
て採択をいたしました。

●委員長　田中　　哲　　●副委員長　松岡　隼人

●委　員　豊永　貞夫・笹山　欣悟・三倉　美千子・簑毛　正勝厚生委員会報告

上戸越町落地区飲料水供給施設整備箇所を視察する厚生委員会

大塚小学校を視察する総務文教委員会
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　本委員会に付託を受けました議第69号平成 22 年度

人吉市一般会計補正予算（第４号）のうち第１条歳入

歳出予算の補正のうち歳入（全款）並びに第２条地方

債の補正につきまして審査の結果を報告いたします。

　今回の補正予算は、4 億 5,934 万 7 千円を追加し歳

入予算額を 143 億 797 万円とするものですが、その

ほとんどが、国庫補助金、県補助金の交付額の確定や

臨時財政対策債の発行可能額が確定したことによる補

正及び国、県の補助事業の内示及び交付決定などによ

る補正です。

　質疑の主なものとして、国民健康保険基盤安定負担

金の熊本県と人吉市との分け方は。安心生活創造事業

費補助金の算定基準は。特定鳥獣適正管理とはなにか。

里山エリア再生交付金事業費交付金に代わる事業は。

産業廃棄物最終処分場周辺環境整備等補助金は今年度

でなくなるのか等があり、執行部からの答弁を受けま

した。

全委員による審査の結果、原案どおり決しました。

●委員長　三倉　美千子　　●副委員長　井上　光浩

●委　員　全議員予算委員会

　９月定例会の開催にあたっては、採択・閉会までに

７回の議会運営委員会を開き①提出議案、陳情、会期

日程、議案質疑及び一般質問の取扱いについて、②委

員会付託、陳情、議員の派遣、閉会中の継続審査につ

いて、③連合審査会開会について、④議会報告会につ

いて、⑤追加提出予定議案等について、決算特別委員

会の設置、議会制度研究会委員長の報告について、⑥

意見書案について、発議について（人吉市議会の議員

報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例

制定について）、⑦発議について（人吉市議会議員定

数条例の一部を改正する条例の制定について）提案の

あり方について審議いたしました。

　今議会も15名の議員が、一問一答制の一般質問で、

市長、教育長、各部長と白熱した議論を展開しまし

た。

※連合審査会とは、案件の付託を受けた委員会と他の

関連する委員会と合同で審査を行うために開かれるも

のです。

●委員長　永山　芳宏　　●副委員長　西　信八郎

●委　員　松岡隼人・福屋法晴・森口勝之・田中　哲・立山勝徳・下田代勝議会運営委員会

　本委員会に付託されました、平成22年度一般会計補

正予算のうち労働費、農林水産業費、土木費、商工費、

災害復旧費について審査の結果、主なものについて報告

いたします。

【土木費関連について】

　先の６月定例会における土木費の補正予算は、僅か６

万円の追加に止まっておりましたが、この度国の補助事

業である社会資本整備総合交付金7,600万円余りが交付

決定したことにより、一般財源分も含めて市道14路線

の道路改良及び舗装修繕工事を実施できることになりま

した。景気対策の起爆剤とまではいきませんが、このよ

うな公共事業が少しでも地元経済の浮揚と市民生活の利

便性向上につながればと思っております。

【労働費関連について】　

　緊急雇用創出推進費として1,893万円の追加補正も認

めております。これは昨年同様、年末年始を迎えるにあ

たり越年資金の確保も含めた緊急的な雇用対策というこ

とで、事務系４名、作業系18名、合計22名の雇用を見

込んでおります。

【商工費関連について】

　地上デジタル放送は来年７月からの完全実施となって

おりますが、市内の難視聴地域の解消に向けた対策とし

て、今回２件分の追加予算が計上されました。いずれも

国の補助金を活用するものでありますが、１件は西間蓬

来山地区の灰久保町、西間下町、矢黒町のそれぞれ一部

をカバーするもので、予算額は1,200万円であります。

もう１件は市営鶴田団地、一本杉団地２号棟、門前団地

に共聴設備を設置するもので、予算額は1,220万円であ

ります。なお、大畑地区、田野地区、中神町段山地区に

ついては既に事業が開始しております。以上、予算案件

については、全員異議なく認めることに決しました。

【陳情案件について】

　この度の口蹄疫発生により、人吉球磨管内でのセリ市

が延期されたことに伴い、子牛出荷の遅延に対する助成

を求める陳情が人吉市畜産会から提出されました。出荷

予定であった畜産農家の方々の飼料代に対する負担は厳

しいものがあり、全会一致で採択いたしました。

　なお、歴史ある曼荼羅川の再生を願う陳情は、継続し

て審査することにいたしました。

人吉中核工業用地建設廃土受入状況を視察する経済建設委員会

●委員長　森口　勝之　　●副委員長　松田　　茂

●委　員　井上　光浩・村上　恵一・福屋　法晴・立山　勝徳・山下　幸一経済建設委員会報告
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　今議会における本特別委員会の開催は９回目の開催

となります。

　今回は、「国土交通省及び熊本県との意見交換会の総

括について」、「第８回ダムによらない治水を検討する

場の概要について」、「御溝川改修に伴うこれまでの経

過について」の３項目について審議をいたしました。

　国交省及び熊本県との意見交換会の総括については、

質問事項10項目について一つずつ国・県の回答・見解

などを改めて確認をしました。

　第８回ダムによらない治水を検討する場の概要につ

いては、執行部から資料を基に審議内容について報告

を受けました。

　また、御溝川改修に伴うこれまでの経過については、

現在計画が進められている、御溝川第２放水路の計画

予定地について現地調査を行いました。この御溝川第

２放水路とは、御溝川の山江川合流点付近から万江川

に新たな放水路（延長 1.3 ㎞）を設け、御溝川の洪水

氾濫防止や軽減を図るものであります。これまでに取

り組まれてきた状況としましては氾濫防止に向けた改

修計画策定のため、地元の意見や要望等を反映させる

ために組織された「御溝川河川懇談会」において、既

存の第１放水路と現河川のみで出水を流下させるには、

相当な拡幅が必要となり、特に下流部の人家移転を余

儀なくされることから、拡幅は極めて困難であり、次

の４つの方法によって洪水処理を行うことが望ましい

との提言がなされております。まず１点目は、御溝川

の山江川合流点付近から万江川に新たな放水路を設け

る、これは現在計画が進められています御溝川第２放

水路のことです。２点目は、御溝川の鷹木川合流点付

近から山田川に新たな放水路を設ける。３点目は、現

河川の改修は必要最小限にとどめる。４点目は、下水

道事業によって雨水管を埋設し、これを山田川に放流

する計画を関係部署にお願いする。このような提言を

受け、御溝川の管理者である熊本県においても検討さ

れ、これとは別に短期整備として改修計画を予定され

ておりますが、一向に進んでいない状況に対し、現段

階の対策として御溝川と鷹木川合流点付近から山田川

へ新たな放水路を設ける案について、早急に実施され

るよう、県に対しより強力に働きかけを行っていくこ

とを確認し閉会しました。

　※人吉市総合病院の建替えについて

　９月１日に開催した本委員会に総合病院側から次の

ような説明をされました。

（１）、基本計画は全社連から承認された。国策である

耐震化整備事業は、最終調整に入っている。（２）、基

本設計は８月にほぼ完了し、今は実施設計の段階で 11

月には完了する予定。（３）、医療施設耐震化交付金は、

県の内示があり交付条件の厳守に努めている。（４）、

地域住民への説明会は、９月末から10月頃には開催で

きると思っている。

　委員からの質問に対して次のような答がありました。

◎開発行為の許可は同一敷地内なので必要ない。◎環境

アセスメントは設計会社を通して進めている。◎地下は

30m 程掘るが、周囲の温泉源は 100m 程のところに

あると聞いているので影響はないと思っている。◎９階

建を予定しており工事が全て終わるのは25年６月の予

定である。

　※旧中津留美術館跡地の活用について

　市は活用方策について早く結論を出すため、「旧中津

留美術館の跡地問題を考える会」を設置し、会員の意

識調査を実施した。これを整理し、普通財産としての

利活用、行政財産としての利活用などを中心に、場所

の特性、財政面、他の行政計画との関連などを勘案し

ながら協議を進めているとの説明を受け、委員からの

質問があり、地元町内会長は売却を危惧して陳情が出

されたがどう思うかに対して、有効利用も含めて検討

中であることを、市長には伝えてある。また、図書館

建設の目的ははずしたが、社会教育施設も含めて検討

している。また、市民の声も聞いて進めていきたい。

解体する場合は契約管財課に工事費を組むことになる。

などの答弁があっています。

　※遊休市有地の売却準備について

　市が所有している遊休宅地を売却するための準備が

始まっていますので、現地調査を行いましたが、次の

４ヵ所です。◎二日町交番の南側隣の宅地、278.74 ㎡。

◎願成寺町元県事務所跡地、995.08 ㎡。◎下青井町産

交バスの道向かい宅地、200.37 ㎡。◎東間上町元県職

員東間住宅跡地、４筆の合計 921.65㎡。今後市で測量

と鑑定を行った後、売却条件などを検討することにな

ります。

　※東校区18町内会長名で提出された「旧中津留美術

館跡地の有効活用に関する陳情」は継続審査といたし

ました。

●委員長　山下　幸一　　●副委員長　村上　恵一
●委　員　井上　光浩・豊永　貞夫・川野　精一・森口　勝之
　　　　　田中　　哲・本村　令斗・下田代　勝

球磨川水系の治水及び防災
に 関 す る 特 別 委 員 会

●委員長　立山　勝徳　　●副委員長　三倉　美千子
●委　員　松岡　隼人・笹山　欣悟・西　信八郎・松田　茂
　　　　　永山　芳宏・福屋　法晴・仲村　勝治

公益的施設の適正配置
に 関 す る 特 別 委 員 会
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市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

山
下　

幸
一

デ
イ
ジ
ー
教
科
書
に
つ
い
て

豊
永　

貞
夫

畜
産
振
興
に
対
す
る

　
　

取
組
み
姿
勢
に
つ
い
て

笹
山　

欣
悟

郡
市
計
画
税
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　

外
１
件

田
中　
　

哲

※
他
に
球
磨
川
水
系
の
治
水
、く
ま
川

鉄
道
の
経
営
、大
畑
産
廃
な
ど
を
質
問
。

※
そ
の
他
、
人
吉
市
行
財
政
経
営
検
討

委
員
会
設
置
条
例
の
一
部
改
正
、
給
食

調
理
業
務
の
委
託
の
検
証
と
今
後
の
方

針
、
ス
ポ
ー
ツ
パ
レ
ス
の
対
応
、
市
民

プ
ー
ル
を
屋
内
プ
ー
ル
に
改
修
を
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

※
来
年
度
か
ら
始
ま
る
住
宅
の
耐
震
改

修
補
助
制
度
の
内
容
に
つ
い
て
質
し
た
。

　

市
内
の
学
童
ク
ラ
ブ
の
現
状
は
。

　

保
育
園
等
で
運
営
す
る
十
学
童
ク

ラ
ブ
が
あ
り
、
平
日
、
土
曜
、
長
期

休
日
に
合
せ
て
利
用
時
間
を
設
定
、

二
十
一
年
度
利
用
者
は
四
一
七
人
。

　

低
所
得
者
に
は
厳
し
い
利
用
料
金

だ
と
聞
く
が
。

　

各
々
の
学
童
ク
ラ
ブ
で
自
主
的
に

利
用
料
金
を
決
め
て
お
り
、
基
本
利

用
料
が
月
額
五
千
円
〜
六
千
円
、
長

期
休
日
利
用
は
八
千
円
〜
一
万
八
千

円
と
な
っ
て
お
り
所
得
に
よ
る
増
減

は
な
い
。

　

国
県
の
補
助
金
は
な
い
の
か
。

　

補
助
金
は
各
学
童
ク
ラ
ブ
利
用
料

収
入
の
総
額
を
上
限
と
し
て
補
助
額

が
決
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
で
は
、
学
童
ク
ラ
ブ
が
利

用
料
を
安
く
す
る
よ
う
に
努
力
す

れ
ば
す
る
ほ
ど
補
助
金
も
安
く
な

る
。
補
助
シ
ス
テ
ム
が
不
適
切
で

は
な
い
か
。

　

同
感
な
の
で
改
善
を
要
望
す
る
。

　

市
で
主
導
で
き
な
い
の
か
。

　

当
初
学
校
で
の
設
置
が
で
き
ず

保
育
園
な
ど
に
頼
ん
だ
経
緯
が
あ

る
の
で
現
行
形
態
を
保
持
す
る
が
、

内
容
に
つ
い
て
は
積
極
的
に
関
与

し
た
い
。

　

「
教
科
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
」
の

改
正
に
よ
り
、
特
別
支
援
学
級
や
通

級
教
室
な
ど
で
、
通
常
の
教
科
書
と

同
様
の
テ
キ
ス
ト
と
画
像
を
使
用
し
、

デ
ジ
タ
ル
化
対
応
す
る
こ
と
で
、
テ

キ
ス
ト
文
字
に
音
声
を
シ
ン
ク
ロ
さ

せ
て
読
む
こ
と
を
可
能
に
し
た
「
マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
デ
イ
ジ
ー
版
教
科

書
」
の
活
用
が
考
え
ら
れ
る
が
、
本

市
の
考
え
は
。

　

現
在
、
本
市
の
特
別
支
援
学
級
な

ど
で
は
普
通
学
級
で
使
用
さ
れ
て
い

る
も
の
と
同
様
の
教
科
書
を
使
用
し

て
い
る
。「
デ
イ
ジ
ー
教
科
書
」
に

つ
い
て
は
、
今
後
国
や
県
の
動
向
を

見
守
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

本
年
、
社
会
問
題
と
な
っ
た
高
齢

者
所
在
不
明
問
題
で
、
百
歳
以
上
の

方
の
安
否
は
確
認
が
取
れ
て
い
る
が
、

百
歳
未
満
の
高
齢
者
の
状
況
は
。

　

介
護
予
防
事
業
の
対
象
者
把
握
の

た
め
、
介
護
保
険
認
定
者
等
を
除
く

六
五
歳
以
上
の
調
査
「
基
本
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
」
な
ど
の
活
用
で
九
八
・

七
％
の
確
認
が
で
き
て
い
る
。
宛
先

不
明
で
返
送
さ
れ
た
方
な
ど
に
つ
い

て
は
、
担
当
職
員
に
よ
る
訪
問
や
家

族
へ
の
聞
き
取
り
に
よ
り
、
全
員
の

確
認
が
で
き
て
い
る
。

　　

市
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
検
証
大

会
の
評
価
や
結
果
の
市
長
自
身
の
感

想
は
。
就
任
当
時
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の

四
〇
項
目
の
中
に
於
い
て
、
中
止
、

凍
結
は
な
い
が
、
実
現
で
き
な
か
っ

た
も
の
は
、
中
止
、
凍
結
と
す
べ
き

と
思
う
。
中
身
が
う
ま
く
す
り
替
え

ら
れ
て
い
る
と
思
う
が
市
長
の
考
え

は
。
市
長
の
政
治
姿
勢
は
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
が
原
点
と
思
う
が
、
就
任
以
来
、

一
期
四
年
間
の
最
終
年
度
を
迎
え
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
の
実
現
は
何
％
か
。
政

策
実
現
の
た
め
、
来
年
春
の
市
長
選

挙
に
再
出
馬
さ
れ
る
意
志
が
あ
る
の

か
。
ま
た
市
民
の
声
よ
り
、
く
ま
川

鉄
道
関
係
に
つ
い
て
、
前
社
長
の
給

与
、
社
員
の
公
金
流
用
等
、
ま
た
駅

前
開
発
事
業
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

　

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
四
〇
項
目
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
分
野
に
掲
げ
さ
せ
て
頂
い

た
。
そ
の
中
の
殆
ん
ど
が
総
合
計
画

の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
。
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
の
評
価
は
途
中
で
あ
り
、
自
ら

評
価
を
示
す
べ
き
で
は
な
い
。
来
年

度
の
市
長
選
挙
再
出
馬
に
つ
い
て
は
、

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
実
現
に
邁
進
し
て
い

る
の
で
、
余
裕
が
で
き
た
ら
、
考
え

て
み
た
い
。
く
ま
川
鉄
道
の
公
金
流

用
は
調
査
し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
事

実
は
な
か
っ
た
。

　　

今
回
、
人
吉
市
畜
産
会
か
ら
陳
情

書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ま

で
の
経
緯
に
つ
い
て
、
執
行
部
は
ど

う
対
応
し
た
の
か
。

　

市
長
へ
要
望
書
、
議
長
へ
陳
情
書

が
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、
球
磨
郡
の

町
村
が
出
荷
遅
延
補
助
金
を
交
付
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
様
の
取
組

み
を
行
っ
て
ほ
し
い
と
お
願
い
に
来

ら
れ
た
。
国
・
県
の
支
援
策
も
具
体

的
に
実
施
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
は

あ
る
が
、
何
ら
か
の
支
援
策
を
講
じ

る
よ
う
市
長
か
ら
指
示
を
受
け
て
い

る
と
こ
で
あ
る
。

　

具
体
的
な
支
援
策
は
あ
る
の
か
。

　

終
息
宣
言
を
待
っ
て
、
こ
れ
ま
で

検
討
し
て
き
た
内
容
を
検
証
す
る
手

順
を
踏
ま
え
た
か
っ
た
。
そ
こ
で
、

す
べ
て
の
畜
産
農
家
に
対
し
て
、
一

戸
当
た
り
二
万
円
の
口
蹄
疫
見
舞
金

制
度
を
実
施
し
た
い
。
早
急
に
交
付

要
項
を
定
め
、
今
議
会
に
当
該
予
算

を
追
加
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　　

郡
市
計
画
税
に
つ
い
て
、
郡
市
計

画
区
域
内
で
下
水
道
未
計
画
地
区
が

あ
り
、
不
公
平
感
が
あ
る
。
税
率
の

見
直
し
は
で
き
な
い
の
か
。
ま
た
直

近
五
カ
年
間
の
税
収
の
増
減
は
。
市

税
に
占
め
る
割
合
。
県
下
の
郡
市
計

画
税
の
賦
課
徴
収
の
状
況
は
。

　

制
度
上
に
お
い
て
は
可
能
だ
が
区

域
や
税
率
の
徹
底
な
ど
新
た
な
大
き

な
問
題
が
生
じ
る
こ
と
に
な
り
、
不

均
一
課
税
は
大
変
困
難
で
あ
る
。
税

収
は
減
収
し
て
き
て
お
り
、
市
税
に

占
め
る
割
合
は
平
均
五
.
四
％
で
県

下
の
九
市
が
賦
課
徴
収
し
て
い
な
い
。

　

都
市
計
画
は
昭
和
四
四
年
に
策
定

さ
れ
、
四
十
一
年
も
経
過
し
て
い
る
。

高
度
成
長
時
代
の
計
画
が
、
少
子
高

齢
化
の
現
在
の
市
民
ニ
ー
ズ
に
そ
ぐ

わ
な
い
の
が
現
状
な
の
で
は
。
見
直

し
は
可
能
か
。

　

社
会
経
済
状
況
の
変
化
に
対
応
し

て
変
更
が
可
能
だ
が
、
市
街
地
開
発

事
業
な
ど
は
期
間
を
要
す
る
の
で
一

定
の
継
続
性
、
安
定
性
も
求
め
ら
れ

る
。
区
域
の
変
更
は
長
期
的
な
視
野

で
判
断
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
現
実
的
に

は
か
な
り
困
難
で
あ
る
。

学
童
ク
ラ
ブ
の
現
状
に
つ
い
て

立
山　

勝
徳

　
問答問答問答問答問答

問答問答

問答

問答問答

問答問答

一
般
質
問
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汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
の
条
件

整
備
は
履
行
さ
れ
て
い
る
か
。
（
道

路
行
政
に
つ
い
て
）

　

広
域
行
政
組
合
か
ら
委
託
を
受
け

た
市
道
二
路
線
に
つ
い
て
は
、
ひ
と

つ
が
二
三
〇
ｍ
未
整
備
。
衹
園
堂
栗

林
線
下
林
〜
中
神
町
間
の
側
溝
等
の

整
備
は
ほ
ぼ
完
了
。
近
隣
町
内
か
ら

市
に
要
望
の
あ
っ
た
道
路
整
備
等
は
、

城
本
西
駅
線
と
農
道
湯
本
１
号
線
は

完
了
。
湯
本
後
村
線
と
下
林
南
願
成

寺
線
は
本
年
度
着
手
予
定
。
後
村
大

坪
線
も
早
々
着
手
し
た
い
。
た
だ
、

城
本
荒
毛
線
の
万
江
川
右
岸
に
つ
い

て
の
実
施
は
大
変
厳
し
い
。
（
本
件

に
つ
い
て
は
、
広
域
行
政
組
合
と
市

と
近
隣
町
内
間
で
し
っ
か
り
協
議
す

る
よ
う
要
望
し
た
）

　

中
心
市
街
地
活
性
化
策
検
討 

街

歩
き 

は
検
証
さ
れ
た
か
。

　

結
果
の
取
り
ま
と
め
は
行
っ
た
が
、

課
題
等
の
分
析
・
検
証
ま
で
は
至
っ

て
い
な
い
。
今
後
、
市
民
と
の
具
体

的
な
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
方
策
に
つ

い
て
、
議
論
を
深
め
検
討
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
外
国

語
表
示
（
四
カ
国
語
）
の
道
路
観
光

標
識
つ
い
て
も
、
計
画
的
に
進
め
て

い
く
。

　

ユ
ネ
ス
コ
（
国
際
連
合
教
育
科
学

文
化
機
関
）
の
世
界
遺
産
登
録
と
は
。

　

比
類
な
き
歴
史
的
、
絶
対
的
価
値

を
持
つ
「
肥
薩
線
」
を
世
界
遺
産
に

登
録
し
た
い
。
一
九
七
二
年
ユ
ネ
ス

コ
の
総
会
に
お
い
て
「
世
界
の
文
化

遺
産
及
び
自
然
遺
産
の
保
護
に
関
す

る
条
約
」
が
採
択
さ
れ
、
日
本
も
同

条
約
を
締
結
を
し
た
。
登
録
の
意
味

を
端
的
に
申
し
上
げ
る
と
「
世
界
各

地
の
文
化
財
や
自
然
環
境
を
、
人
類

共
有
の
財
産
に
し
て
守
る
」
と
い
う

こ
と
に
尽
き
る
わ
け
で
あ
る
。

　

現
在
登
録
さ
れ
て
い
る
鉄
道
世
界

遺
産
の
数
と
、
そ
の
意
義
と
は
。

　

八
九
〇
件
あ
る
世
界
遺
産
の
中
で

鉄
道
世
界
遺
産
は
わ
ず
か
三
件
し
か

な
い
。
ま
た
そ
の
意
義
は
世
界
遺
産

に
登
録
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
価
値
あ

る
普
遍
的
文
化
財
と
し
て
全
人
類
で

保
護
し
、
未
来
へ
残
す
と
い
う
こ
と

が
最
大
の
目
的
で
あ
る
。

　

Ｄ
51
復
活
に
つ
い
て
、
具
体
策
は

あ
る
の
か
。

　

熊
襲
、
隼
人
文
化
圏
観
光
開
発
構

想
Ｄ
51
復
活
特
区
の
準
備
を
進
め
て

い
る
。
税
制
、
財
政
、
金
融
の
支
援

措
置
を
い
た
だ
け
る
よ
う
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

史
跡
人
吉
城
跡
（
中
世
城
跡
・
近

世
城
跡
）
は
人
吉
球
磨
の
地
域
シ
ン

ボ
ル
で
あ
る
が
そ
の
整
備
方
向
と
推

進
体
制
は
。

　

中
世
城
跡
（
上
原
）
は
試
掘
か
ら

本
発
掘
調
査
を
行
う
。
近
世
人
吉
城

跡
は
、
相
良
神
社
敷
地
の
公
有
化
を

図
り
、
御
館
跡
地
の
整
備
等
何
れ
も

建
物
の
復
元
整
備
に
取
り
組
ん
で
い

く
。
体
制
と
し
て
学
芸
員
の
拡
充
を

図
る
。

　

く
ま
が
わ
鉄
道
活
性
化
に
は
提
言

（
ト
ロ
ッ
コ
レ
ー
ス
、
秋
篠
宮
殿
下

と
ナ
マ
ズ
水
族
館
等
）
を
行
っ
て
き

た
が
、
今
後
の
整
備
活
性
化
は
。

　

経
営
の
赤
字
補
塡
を
圏
域
十
市
町

村
で
負
担
。
沿
線
資
源
を
生
か
し
、

明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
と
戦
略
を
進
め
る
。

　

九
州
新
幹
線
と
連
動
す
る
肥
薩
線

の
整
備
は
（
新
幹
線
へ
の
ア
ク
セ
ス

沿
線
へ
山
桜
植
栽
等
修
景
美
化
は
）

　

球
磨
地
域
振
興
局
が
本
部
と
な
る

「
新
幹
線
く
ま
も
と
創
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
取
り
組
む
。
沿
線
山
桜
植

栽
等
は
積
極
的
に
進
め
る
。

　

畜
産
農
家
へ
の
業
者
か
ら
の
飼
料

物
資
等
の
搬
入
や
消
毒
の
方
法
等
の

今
後
の
防
疫
対
策
や
飼
料
運
搬
車
等

を
極
力
家
畜
に
近
づ
け
な
い
畜
産
農

家
内
の
施
設
の
配
置
等
の
飼
育
環
境

の
改
善
対
策
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

　

宮
崎
県
で
の
口
蹄
疫
が
終
息
し
た

も
の
の
、
依
然
と
し
て
い
つ
ど
こ
で

発
生
す
る
か
安
心
で
き
な
い
状
況
。

今
後
も
本
市
の
畜
産
農
家
の
方
々
に

は
、
畜
舎
内
外
の
消
毒
を
徹
底
し
て

い
た
だ
く
よ
う
指
導
し
て
い
る
。
業

者
か
ら
の
飼
料
や
物
資
等
搬
入
の
際

に
口
蹄
疫
の
感
染
が
疑
わ
れ
る
よ
う

な
事
態
も
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
よ

り
安
全
な
国
産
自
給
飼
料
の
増
産
・

活
用
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。
さ
ら

に
、
飼
育
環
境
の
改
善
に
つ
い
て
も

畜
産
農
家
と
話
し
合
い
を
十
分
に
行

い
な
が
ら
協
議
し
た
い
。

　

大
畑
地
区
の
中
核
工
業
用
地
確
保

計
画
・
廃
土
搬
入
に
つ
い
て
、
地
元

説
明
会
は
行
っ
た
の
か
。

　

地
元
住
民
・
土
地
所
有
者
に
対
し

説
明
会
を
開
催
し
た
。
廃
土
搬
入
に

つ
い
て
は
、
搬
入
目
的
・
安
全
対
策

連
絡
体
制
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
協

力
お
願
い
の
文
書
を
配
布
し
た
。

　

騒
音
・
ほ
こ
り
に
つ
い
て
の
対
策

は
、
ど
の
様
に
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

散
水
・
防
塵
ネ
ッ
ト
を
設
置
し
、

ほ
こ
り
が
飛
散
し
な
い
よ
う
に
対
策

を
講
じ
て
い
る
。

　

人
吉
が
取
り
組
ん
で
い
る
ブ
ラ
ン

ド
農
作
物
・
き
く
ら
げ
栽
培
に
つ
い

て
、
市
長
の
考
え
は
。

　

人
吉
ブ
ラ
ン
ド
と
は
、
同
一
の
菌

床
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、

取
り
ま
と
め
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

生
産
者
組
合
と
菌
床
製
造
メ
ー
カ
ー

で
協
議
さ
れ
る
と
考
え
る
。

　

耕
作
放
棄
地
が
、
毎
年
の
よ
う
に

増
加
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
現
状
は
。

　

人
吉
の
耕
作
放
棄
地
は
、
二
六
七

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
復
元
不
可
能
農
地

が
、
約
四
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
り
、

増
加
傾
向
で
あ
る
。

世
界
遺
産
の
夢
と

　
　

Ｄ
51
復
活
運
動
に
つ
い
て

松
田　
　

茂

史
跡
人
吉
城
跡

　
　

（
中
世
・
近
世
）の
整
備
等

下
田
代　

勝

口
蹄
疫
の
課
題
と
対
策
は
？

西　

信
八
郎

人
吉
ブ
ラ
ン
ド
農
作
物
に
つ
い
て

福
屋　

法
晴

条
件
整
備
の
履
行
は川

野　

精
一

問答問答

問答問答問答

問答問答問答

問答

問答問答問答問答

※
自
転
車
道
と
く
ま
が
わ
鉄
道
の
連
携
。

県
道
人
吉
イ
ン
タ
ー
線
の
街
灯
設
置
。

地
域
生
活
道
路
（
例
鬼
木
町
芦
原
地

区
）
の
市
道
編
入
を
質
し
ま
し
た
。

※　

畜
産
農
家
へ
の
病
状
の
写
真
等
を

　

使
っ
た
家
畜
伝
染
病
に
関
す
る
勉
強

　

会
の
開
催
と
郡
市
が
一
体
と
な
り
抜

　

本
的
な
支
援
等
を
考
え
る
会
議
の
開

　

催
を
要
望
し
ま
し
た
。
こ
の
他
に
、

　

校
区
体
育
祭
の
委
託
料
に
つ
い
て
、

　

教
育
問
題
と
し
て
の
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
、

　

法
教
育
に
つ
い
て
も
質
問
し
ま
し
た
。

※　

外
国
語
指
導
助
手
の
各
学
校
配
置

　

を
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

“

“
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大
村
横
穴
群
崩
落
問
題
に
つ
い
て

松
岡　

隼
人

農
業
政
策
（
利
水
事
業
）

森
口　

勝
之

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

　
　
　

  

助
成
制
度
の
実
施
を

本
村　

令
斗

中
学
校
入
学
前
に

　
　
　
　

リ
テ
ラ
シ
ー
教
室
を

井
上　

光
浩

子
宮
頸
が
ん
予
防

　
 

ワ
ク
チ
ン
接
種
、人
吉
梅
園

三
倉
美
千
子

※　

他
に
人
吉
梅
園
内
に
椅
子
等
の
設

置
を
要
望
し
ま
し
た
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
熊
本
県
及
び

人
吉
球
磨
の
取
り
組
み
状
況
は
。

　

熊
本
県
内
の
実
施
市
町
村
は
、

四
町
。
球
磨
郡
内
で
は
現
在
な
い
。

　

ワ
ク
チ
ン
は
十
代
前
半
女
児
へ

の
接
種
が
最
も
効
果
的
で
あ
る
が
、

予
防
の
点
か
ら
成
人
女
性
で
も
接

種
意
義
は
十
分
あ
る
と
考
え
ら
れ
、

四
十
五
歳
ま
で
に
接
種
す
る
こ
と

が
推
奨
さ
れ
て
い
る
が
、
接
種
対

象
年
齢
は
何
歳
か
。（
二
十
〜
三
十

歳
代
の
が
ん
患
者
が
、
急
増
と
聞

く
、
一
部
で
も
助
成
で
き
な
い
か
。）

公
費
助
成
を
待
て
ず
接
種
し
た
場

合
「
対
象
年
齢
で
あ
れ
ば
」
さ
か

の
ぼ
っ
て
助
成
さ
れ
る
か
。
接
種

場
所
は
。
助
成
額
は
。
人
吉
市
の

対
策
計
画
は
。

　

二
十
歳
以
上
の
住
民
は
検
診
を

定
期
的
に
受
診
す
る
よ
う
啓
発
し

て
い
る
。
国
の
動
向
、
近
隣
市
町

村
の
状
況
を
ふ
ま
え
接
種
対
象
者
、

方
法
、
公
費
助
成
額
等
に
つ
い
て

は
関
係
各
部
課
等
と
協
議
す
る
。

す
で
に
接
種
し
た
人
に
は
国
の
要

項
等
が
示
さ
れ
た
時
点
で
基
準
に

添
っ
て
検
討
す
る
。

　　

四
月
二
十
日
の
大
村
横
穴
群
崩
落

へ
の
本
市
の
対
応
は
。

　

不
安
定
な
岩
塊
を
ア
ン
カ
ー
ピ
ン

で
固
定
す
る
予
定
。

　

国
庫
補
助
事
業
の
急
傾
斜
地
崩
壊
対

策
事
業
と
し
て
採
択
さ
れ
た
の
か
。

　

現
在
、
関
係
機
関
と
協
議
中
。

　

壁
面
上
部
の
状
況
は
。

　

表
土
の
掘
削
と
保
護
、
法
面
保
護

排
水
対
策
工
事
を
行
っ
て
い
る
。

　

斜
面
の
樹
木
等
が
岩
盤
崩
壊
に
影

響
を
与
え
て
い
て
危
険
だ
と
思
う
が
、

執
行
部
の
認
識
は
。

　

岩
盤
に
悪
影
響
を
与
え
る
樹
木
が

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

人
吉
西
小
、
竹
坂
の
法
面
は
安
全
か
。

　

安
全
と
は
言
い
き
れ
な
い
の
で
、

調
査
を
行
う
。

　

斜
面
に
立
つ
樹
木
へ
の
対
応
と
横

穴
群
の
抜
本
的
な
対
策
を
取
る
べ
き

だ
。
本
市
の
考
え
、
方
針
は
。

　

市
民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
こ
と
を

第
一
に
考
え
早
急
な
対
応
を
図
る
。

　

不
妊
症
や
不
妊
治
療
を
行
う
方
に

対
し
て
、
情
報
提
供
、
啓
発
、
金
銭

的
支
援
を
行
う
べ
き
だ
。

　

現
状
を
把
握
し
て
い
な
い
の
で
、

ま
ず
は
、
調
査
を
行
い
、
必
要
で
あ

る
な
ら
ば
、
策
を
講
じ
て
い
く
。

　　

「
夏
休
み
リ
テ
ラ
シ
ー
教
室
」
に

対
す
る
保
護
者
か
ら
の
感
想
は
。

　

実
施
日
や
時
間
は
「
ち
ょ
う
ど
よ

い
」
と
約
九
割
が
回
答
。

　

今
回
の
実
施
は
小
学
三
年
生
を
対

象
に
行
っ
た
が
、
各
学
年
に
広
げ
る

方
向
性
は
。

　

対
象
学
年
を
一
学
年
で
も
増
や
せ

る
よ
う
に
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
の
人
数

確
保
や
開
催
時
期
を
検
討
し
た
い
。

　

小
学
六
年
生
か
ら
中
学
一
年
生
に

上
が
る
春
休
み
に
実
施
で
き
な
い
か
。

　

中
学
校
入
学
前
に
小
学
校
の
復
習

を
行
う
こ
と
は
非
常
に
重
要
と
考
え

る
が
、
年
度
末
、
年
度
始
め
で
、
関

係
者
も
非
常
に
多
忙
な
時
期
で
準
備

や
運
営
は
厳
し
い
。

　

公
共
交
通
空
白
地
帯
の
解
消
に
向

け
た
路
線
バ
ス
に
よ
る
新
規
路
線
に

つ
い
て
。

　

県
内
の
事
例
、
新
規
四
路
線
及
び

既
存
の
バ
ス
路
線
の
利
用
状
況
、
費

用
対
効
果
を
考
慮
し
今
後
路
線
バ
ス

全
体
の
見
直
し
を
検
討
し
た
い
。

　

矢
岳
、大
畑
校
区
、桑
木
津
留
等（
仮

称
）
福
祉
バ
ス
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
の

導
入
は
で
き
な
い
か
。

　

山
間
部
を
き
め
細
や
か
に
巡
る
交

通
手
段
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
は
、

持
ち
家
住
民
の
要
求
や
建
設
業
者
の

仕
事
と
雇
用
促
進
に
応
え
る
も
の
。

兵
庫
県
明
石
市
は
、
こ
の
事
業
の
経

済
波
及
効
果
が
、
一
〇.
九
四
倍
と

抜
群
に
高
い
こ
と
を
報
告
し
て
い

る
。
人
吉
市
も
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

　

財
政
上
厳
し
い
が
、
検
討
し
た
い
。

　

所
在
不
明
の
高
齢
者
の
問
題
が
、

衝
撃
を
与
え
て
い
る
。
高
齢
者
の
実

態
把
握
は
、
自
治
体
の
責
務
。
介
護

予
防
事
業
の
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

に
よ
り
実
施
把
握
を
行
っ
て
い
る

が
、
今
後
も
全
対
象
者
に
毎
年
度
に

わ
た
っ
て
配
布
・
回
収
し
て
い
く
べ
き
。

　

今
後
も
毎
年
度
行
う
が
、
対
象
者

の
範
囲
は
検
討
し
た
い
。

　

一
人
当
た
り
の
国
保
税
は
、
県
下

で
一
番
高
い
。①
市
民
が
使
う
医
療

費
が
、
一
番
な
の
か
吟
味
す
る
。
国

保
か
ら
払
わ
れ
る
保
険
給
付
費
は
、

県
下
四
七
市
町
村
で
何
番
目
か
。②

平
成
二
一
年
度
末
の
基
金
残
高
と
、

翌
年
度
へ
の
繰
越
金
は
い
く
ら
か
。

③
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
も
増

や
し
、
国
保
税
を
引
き
下
げ
る
べ
き
。

　

①
十
番
目
。②
二
億
三
，
一
一
一
万

円
、
三
億
四
，
八
六
四
万
円
。③
財
政

状
況
も
厳
し
く
困
難
と
思
わ
れ
る
。

　

国
営
に
よ
る
川
辺
川
総
合
土
地
改

良
事
業
（
利
水
事
業
）
の
こ
れ
ま
で

の
経
過
と
現
状
に
つ
い
て
。

　

平
成
二
十
年
四
月
に
一
時
休
止
と

な
っ
て
以
降
、
農
水
省
の
既
設
導
水

路
活
用
案
に
対
し
て
、
関
係
六
市
町

村
長
会
議
、
相
良
村
議
会
、
人
吉
土

地
改
良
区
と
も
に
賛
成
し
て
い
る

が
、
相
良
村
土
地
改
良
区
の
同
意
が

得
ら
れ
て
い
な
い
た
め
休
止
状
態
の

ま
ま
で
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

　

休
止
時
点
で
の
事
業
進
捗
率
は
。

　

総
事
業
費
三
七
六
億
円
の
う
ち
実

施
済
額
一
八
八
億
円
で
五
〇
％
。

　

同
事
業
に
対
し
て
既
に
一
八
八
億

円
の
国
家
予
算
が
投
入
さ
れ
、
更
に

同
額
程
度
の
事
業
費
が
残
っ
て
い
る

と
い
う
の
は
盆
地
内
の
経
済
効
果
の

面
か
ら
し
て
も
、
も
っ
た
い
な
い
で

は
な
い
か
。
ま
た
百
太
郎
溝
、
幸
野

溝
に
続
き
こ
の
北
部
用
水
路
の
完
成

こ
そ
人
吉
球
磨
盆
地
の
農
業
振
興
に

欠
か
せ
な
い
も
の
と
考
え
る
が
、
市

長
の
考
え
、
決
意
を
示
し
て
ほ
し
い
。

　

上
原
田
台
地
を
は
じ
め
球
磨
北
部

台
地
に
水
を
届
け
た
い
思
い
は
強
く

な
る
一
方
で
あ
る
。
今
後
は
相
良
村

土
地
改
良
区
や
関
係
機
関
と
協
議
を

詰
め
て
年
度
内
解
決
を
図
り
た
い
。

問答問答問答問答問答答問問答

問答問答

問答問答問答問答問答

問答問答問答

問答問答問答
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編
集
後
記

　

灼
熱
の
夏
が
過
ぎ
�
よ
う
や
く
秋
の

到
来
と
な
り
ま
し
た
�
懸
念
さ
れ
た

栗
・
稲
作
も
持
ち
直
し
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
�
黄
金
の
穂
波
に
コ
ン
バ
イ
ン

の
音
が
軽
快
に
響
い
て
い
ま
す
�

　

九
月
議
会
も
十
五
名
の
議
員
が
�
市

の
施
策
に
つ
い
て
�
市
民
の
身
近
な
課

題
�
問
題
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
�

　

特
に
今
議
会
で
は
�
議
会
制
度
研
究

会
の
研
究
結
果
を
報
告
い
た
し
ま
し

た
�
二
十
二
回
に
及
ぶ
研
究
会
�
町
内

会
長
嘱
託
員
連
合
会
を
初
め
�
十
一
団

体
等
と
の
協
議
会
を
行
�
て
き
ま
し

た
� 

　

二
十
項
目
の
研
究
課
題
の
中
か
ら
�

・
費
用
弁
償
�
日
額
千
七
〇
〇
円
を
本

　

年
十
月
一
日
か
ら
撤
廃
�

・
常
任
委
員
会
研
修
費
二
万
円
の
削
減

・
六
校
区
に
て
�
議
会
報
告
会
の
実
施

・
議
員
定
数
二
〇
名
か
ら
二
名
減
は
否

　

決
と
な
り
ま
し
た
�

　

傍
聴
席
で
は
多
く
の
市
民
が
静
観
を

さ
れ
て
い
ま
し
た
�
議
員
は
各
々
が
そ

の
責
務
で
精
一
杯
頑
張
�
て
い
ま
す
が

今
後
さ
ら
に
�
論
理
・
活
動
を
高
め
て

ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
�

【
議
会
報
編
集
委
員
会
】

委

員

長
／
大
王
英
二

副
委
員
長
／
簑
毛
正
勝

委　
　

員
／
松
岡
隼
人　

井
上
光
浩

　
　
　
　
　

松
田　

茂　

田
中　

哲

　
　
　
　
　

本
村
令
斗　

下
田
代
勝

次
の
定
例
会
は
十
二
月
で
す

改正国籍法に関する意見書の提出を求める陳情

多目的運動広場建設に関する陳情

大塚小学校の廃校及び社会教育施設としての利用に関する陳情

介護保険制度見直しに関する陳情

セリ市延期による子牛出荷の遅延に対する助成を求める陳情

歴史ある曼荼羅川の再生を願う陳情

元中津留美術館跡地の有効活用に関する陳情

　　　　　　　　　　″

審査結果

継続審査

継続審査

採　　択

継続審査

採　　択

継続審査

撤　　回

継続審査

総務文教委員会

委 員 会 請 願 ・ 陳 情 の 内 容

厚 生 委 員 会

経済建設委員会

公益的施設の適正配置
に関する特別委員会

請願・陳情書の審査結果について

︵
文
責:

下
田
代　

勝
︶

平成２１年度
決算特別委員会を設置

平成２１年度
決算特別委員会を設置

　平成21年度の決算を審査する決算特別委員会
を設置しました。委員会は閉会中に審査を行い、
12月定例会で結果を報告します。
　
　委 員 長　 村上恵一

　副委員長　井上光浩

　委　　員　松岡隼人、西　信八郎、松田茂、
　　　　　　立山勝徳、三倉美千子

○公共交通機関への支援を含む総合的な交通体系の構築を求め

る意見書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（要旨抜粋）

１　公共交通機関の安定的な運営を踏まえて、総合的な交通体

　系の構築を図ること。

２　高速道路等と競合し影響を受けるＪＲ、バス、フェリー等

　の公共交通機関に対しては、減収補填を含め、事業者の実情

　を踏まえた支援を講じること。

３　独立行政法人鉄道建設･運輸施設整備支援機構の持つ利益

　剰余金については、国庫に返納させることなく、ＪＲ九州を

　はじめとするいわゆるＪＲ三島会社及びＪＲ貨物の財務基盤

　の安定化や収益基盤の強化のため有効活用できるようにする

　こと。

9月定例会において次の意見書を可決し、関係機関へ提出
しました。

6
日　

南
九
州
中
部
市
議
会
議
長
会
臨
時
議
長
会

8
日　

議
会
報
編
集
委
員
会
（
６
月
議
会
分
）

14
日　

九
州
治
水
期
成
同
盟
連
合
会
第
１
回
要
望

15
日　

熊
本
県
城
南
七
市
市
議
会
議
長
研
修
会

　
　
　

・
議
長
会

21
日　

議
会
制
度
研
究
会
・
意
見
交
換
会

26
日　

議
会
運
営
委
員
会
、
議
会
制
度
研
究
会

　
　
　

・
意
見
交
換
会

　
　
　

城
南
七
市
市
議
会
議
長
会
要
望

27
日　

南
九
州
中
部
市
議
会
議
長
会
議
員
研
修
会

３
日
〜
4
日　

南
九
州
中
部
市
議
会
議
長
会

　
　
　

要
望
会

6
日　

議
会
制
度
研
究
会
・
意
見
交
換
会

10
日　

全
員
協
議
会
、
議
会
運
営
委
員
会

20
日　

全
員
協
議
会
、
熊
本
県
市
議
会
議
員

　
　
　

研
修
会

23
日　

議
会
運
営
委
員
会
、
議
会
制
度
研
究
会

25
日　

議
会
制
度
研
究
会
・
意
見
交
換
会

31
日
〜
９
月
22
日　

第
4
回
定
例
市
議
会

31
日　

全
員
協
議
会

1
日　

公
益
的
施
設
の
適
正
配
置
に
関
す
る

　
　
　

特
別
委
員
会

　
　
　

球
磨
川
水
系
の
治
水
及
び
防
災
に
関

　
　
　

す
る
特
別
委
員
会

3
日　

議
会
制
度
研
究
会

9
日　

議
会
運
営
委
員
会

10
日　

予
算
委
員
会
、
連
合
審
査
会
、
全
員
協
議
会
、

　
　
　

議
会
報
編
集
委
員
会

　
　
　

経
済
建
設
委
員
会
・
総
務
文
教
委
員
会
・

　
　
　

 

厚
生
委
員
会

13
日　

総
務
文
教
委
員
会
・
厚
生
委
員
会
・

　
　
　

経
済
建
設
委
員
会

14
日　

総
務
文
教
委
員
会
・
厚
生
委
員
会
・

　
　
　

経
済
建
設
委
員
会

15
日　

予
算
委
員
会
、
公
益
的
施
設
の
適
正
配
置

　
　
　

に
関
す
る
特
別
委
員
会

15
日
〜
17
日　

議
会
制
度
研
究
会

21
日　

全
員
協
議
会

22
日　

議
会
運
営
委
員
会
、
全
員
協
議
会
、

　
　
　

決
算
特
別
委
員
会

27
日　

経
済
建
設
委
員
会

28
日　

議
会
報
編
集
委
員
会
（
9
月
議
会
分
）

29
日　

厚
生
委
員
会

30
日　

厚
生
委
員
会

９月 ８月 ７月

（H22年.４.27 提出）

（H22年.９.６ 提出）


